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○感染症流行の早期検知と警報・注意報発令機能を組み込んだ情報提供システムの開発
　長谷川伸作，井上　仁1），陶山昭彦2）
　長谷川伸作編，平成18年度JSTシーズ発掘試験研究費研究成果報告書，北海道立衛生研究所，札幌，平成19年3月
　著者らはインターネットを通じて情報還元できるデータベースシステムを開発した．遠隔地ユーザーの検索要求から，
　患者発生の数値データ，視覚化された地図グラフや3Dグラフの自動的な表示・提供が可能となった．また，流行の警
　報・注意報発令の提供も試みた．
　1）鳥取大学総合メディア基盤センター，2｝放射線影響研究所
健康科学部
○シックハウス症候群の病態の分子生物学的解析に基づく生化学的検査法開発に関する研究
　吉田貴彦1），伊藤俊弘1），中木良彦1），坂部　貢2），小島弘幸
　吉田貴彦編，平成16～17年度文部科学省科学研究費補助金（基盤i研究B）研究成果報告書，旭川医科大学医学部，旭
　川，平成18年3月
　健常者と化学物質過敏症（MCS）患者の末梢血単核球における遺伝子発現変化を利用した診断法を開発するため，オ
　リゴDNAマイクロアレイを用いて指標となるマーカー遺伝子の探索を行い，　MCS患者で変動している10遺伝子を
　見出した．
　1旭川医科大学医学部，2｝北里大学薬学部
○アトピー性皮膚炎・シックハウス症候群患者宅調査（症例25～37）
　西尾千恵子1），出村　守2），宮澤　仁3），渡辺一彦4），小林　智，前林十三男5），森本紗佳5），長田正文6），西條正幸7），
　丹羽之雄8），横山幸弘9）
　北海道アトピー環境研究会編，「調査症例集」第3巻，北海道アトピー環境研究会事務局，札幌，2006年12月，pp．
　1－105
　医師，建築家，ダニ・カビ・化学物質研究者らによりシックハウス症候群，化学物質過敏症が疑われる13症例につい
　て調査を実施し，患者の症状，住居の性能評価，室内環境中のダニ・カビ，化学物質濃度の検討を行った．
　1西尾皮膚科医院，2）札幌でむら小児クリニック，3｝西さっぽろ皮フ科・アレルギー科，4鞭辺一彦小児科医院，5）㈱青山プリザーブ，6㈲長田設計事務
　所，η㈱西條インテリアデザイン，8）ナチュラルフィールド，9）S．E，T建築計画事務所
○北海道におけるシラカバ花粉飛散予測手法及び花粉情報提供システム構築に関する研究
　小林　智，武内伸治，小島弘幸，高橋哲夫
　財団法人大同生命厚生事業団編，第12回「地域保健福祉研究助成」報告集，財団法人大同生命厚生事業団，大阪，平
　成19年1月，pp．13－18
　北海道における花粉症の主要な原因であるシラカバ花粉について，花粉症の予防に不可欠な花粉飛散を予測する技術の
　開発を行った．また，当所及び調査保健所のホームページにより，住民等へ花粉情報の提供を行った．
○淡水一二性二枚貝（イケチョウガイ）を利用した河川水中のクリプトスポリジウムのオーシスト除去に関する検討
　泉　敏彦，八木田健司1），遠藤卓郎1）
　環境省総合環境政策局総務課環境研究技術室編，地球環境保全等試験研究費「公共用水域の人畜由来汚染による健康影
　響リスクの解明と規制影響分析に関する研究」平成17年度環境保全研究成果集，環境省総合環境政策局，東京，平成
　18年3月，pp．57・1－27
　原水中のクリプトスポリジウムのオーシストを淡水性二枚貝のイケチョウガイにより除去する目的で，貝の実験室内縁
　育条件及び生物濾過システムとしての有効性について検討した．その結果，この貝はオーシストを餌と共に体内に取り
　込み，その大部分を粘性の高い糞中に排泄し，沈殿させる機能を有することから，生物濾過システムとしての利用可能
　性が示された．
　1国立感染症研究所
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○放射能年報49（平成17年4月～平成18年3月）
　福田一儀，佐藤千鶴子，市橋大山
　北海道立衛生研究所放射線科学科編，北海道立衛生研究所，札幌，平成18年5月
　文部科学省の委託事業を主体とした北海道における環境放射能水準に関する平成17年度の調査結果をまとめた．降水，
　降下物，陸水，海永，農畜水産物，土壌等及び空間放射線量率の測定値に異常は認められなかった．
食品薬品部
0農産物中残留農薬試験法検討結果（GC／MS一斉分析法検討）
　新山和人，青柳光敏
　北海道立衛生研究所食品科学科編，平成17年度厚生労働省汎用農薬分析調査試験等の試験検：査一残留農薬分析法開発
　に関する試験一分担試験報告書，北海道立衛生研究所，札幌，平成18年3月
　食品中に残留する農薬等へのポジティブリスト制の導入に伴う一斉分析法の開発を行うための基礎的検討を分担した．
　35種類の農薬について，GC／MS一斉分析法のための基礎的データ（保持時間，定量イオンの選定，検出限界など）
　を取った後，あらかじめ定めた一斉分析法で7種類の農産物への添加回収実験を行い，一斉分析法の適合性を検証した．
○平成17年度食品残留農薬1日摂取量実態調査結果
　新山和人，青柳光敏，若森吉広
　北海道立衛生研究所食品科学科編，平成17年度残留農薬1日摂取量実態調査委託事業実績報告書，北海道立衛生研究
　所，札幌，平成18年3月
　国民が日常の食事を介して摂取する農薬量を把握するため，平成14年国民栄養調査における地域ブロック別の食品群
　別摂取量をもとに142種類の食品を入手し，それを14群に分けて均一化し分析試料とした．各群についてGC／MS一
　斉法により79種類の農薬を分析し，直訴ごとの農薬摂取量を計算した．
○農産物中残留農薬試験法検討結果（ドジン試験法検討）
　新山和人，青柳光敏
　北海道立衛生研究所食品科学三編，平成18年度食品・添加物等規格基準に関する試験検：査　残留農薬個別試験法開発
　分担試験報告書，北海道立衛生研究所，札幌，平成19年3月
　農薬等のポジティブリスト制度の施行に伴い，現在までに残留農薬公定試験法が確立されていない農薬のうち，ドジン
　について個別分析法の開発を分担した．LC／MSを使用する分析法のための基礎的データ（保持時間，定量イオンの選
　定，検出限界など）及び試験溶液の調製法を検討し，16種類の農産物への添加回収実験を行い，分析法（通知法案）
　を作成した．
○平成18年度食品残留農薬1日摂取量実態調査結果
　新山和人，青柳光敏，久保亜希子
　北海道立衛生研究所食品科学科編，平成18年度残留農薬1日摂取量実態調査委託事業実績報告書，北海道立衛生研究
　所，札幌，平成19年3月
　国民が日常の食事を介して摂取する農薬量を把握するため，平成16年国民栄養調査における地域ブロック別の食品群
　別摂取量をもとに164種類の食品を入手し，それを14群に分けて均一化し分析試料とした．各群についてGC／MS一
　斉法により61種類の農薬を分析し，各群ごとの農薬摂取量を計算した．
04一ヒドロキシノネナール生成に対するアミロイドベータペプチドの影響
　林　隆章
　平成17年度財団法人湯浅記念会調査研究事業報告書，北海道立衛生研究所，札幌，平成18年5月
　アルツハイマー病で脳内に凝集・沈着するアミロイドベータペプチド（Ab）の4一ヒドロキシノネナール生成に対する
　影響を検討した．その結果，Abは生体内ではCu2＋をキレートし不活性化することにより抗酸化性を示している可能性
　があることが示された．
○生薬中の有機リン系農薬の分析と実態調査
　佐藤正幸，姉帯正樹
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